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地
域
と
交
流
し
な
が
ら
農
業
を
学
ぶ

馬
回
の
古
民
家
で
共
同
生
活
す
る
吉
備
国
際
大
学
生

第
８
回
は
も
道
中

京
都
で
淡
路
島
の
旬
の
鱧
を
P
Ｒ

「
孤
高
の
メ
ス
」シ
リ
ー
ズ
の
新
作
が
上
梓
さ
れ
る

大
鐘
稔
彦
院
長
の
新
作

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
２
０
４（
秘
書
課
）

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
１
０
０
㎏
超
級
出
場
決
定

正
木
健
人
選
手
　
２
連
覇
を
目
指
し
て
！

人
材
育
成
を
め
ざ
し
て
！　
日
本
初
の
宿
泊
型
ド
ロ
ー
ン
教
習
所

宿
泊
技
能
講
習 

ド
ロ
ー
ン
南
あ
わ
じ
校
が
開
校

  

お
め
で
と
う

▲「孤高のメス」新作 

▲米作りに挑戦する学生４人

▲山口さんの指導を受けて田植え 

　

大
鐘
稔
彦
阿
那
賀
診
療
所
長
の

「
孤
高
の
メ
ス
―
死
の
淵
よ
り
の

声
―
」〔
幻
冬
舎
文
庫
〕
が
、
先
の

「
マ
ッ
ク
ス
と
ア
ド
ル
フ
―
そ
の
拳

は
誰
が
為
に
―
」（
文
芸
社
）
に
続

い
て
８
月
上
旬
刊
行
さ
れ
ま
す
。

　

同
シ
リ
ー
ズ
の
第
12
巻
目
で
す
。

「
臓
器
移
植
法
案
が
、い
よ
い
よ
可

決
さ
れ
よ
う
と
す
る
折
し
も
、不

惑
を
過
ぎ
た
当
麻
鉄
彦
の
前
に
難

題
が
立
ち
は
だ
か
り
ま

す
。
死
の
淵
に
立
た
さ

れ
た
か
つ
て
の
ラ
イ
バ

ル
や
恩
師
を
目
前
に
し

て
、当
麻
は
い
か
に
対

す
る
か
、乞
御
期
待
！
」

と
は
著
者
の
大
鐘
先
生

の
弁
で
す
。

　

船
木
茂
浩
さ
ん

は
、第
15
回
全
国
シ
ニ
ア

（
50
歳
以
上
）
サ
ッ
カ
ー

大
会（
６
月
25
日
～
27
日
・

秋
田
県
秋
田
市
）に
出
場
。

５
月
に
行
わ
れ
た
関
西

大
会
で
み
ご
と
優
勝
し
、

兵
庫
県
選
抜
チ
ー
ム
の

選
手
と
し
て
６
年
連
続

し
て
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

船
木
　
茂
浩 

さ
ん
（
松
帆
）

 

全
国
シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
大
会 

６
年
連
続
出
場

 

ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ツ
ア
ー  

 

２
０
１
６ 

第
３
戦 

南
あ
わ
じ
大
会 

３
位

 
優
良
い
ず
み
会 

表
彰

　

淡
路
三
原
高
校
出
身
で
松
山
東し
の

雲の
め

女
子
大
学
２
年
の
村
上
礼れ
い

華か

さ

村
上
　
礼
華 

さ
ん
（
志
知
）

 

兵
庫
県
保
健
衛
生 

表
彰

　

兵
庫
県
い
ず
み
会
大
会
で
長

年
地
域
で
の
食
生
活
改
善
活
動

に
取
り
組
み
、
健
康
づ
く
り
に

寄
与
さ
れ
て
い
る
優
良
い
ず
み

会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
兵
庫
県
知
事
表
彰

　
（
優
良
い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー
）

  

藤
江
　
百
合
子
さ
ん（
神
代
）

ん
は
、
国
内
最
高
峰
の

ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ツ
ア
ー

２
０
１
６ 

第
３
戦 

南

あ
わ
じ
大
会
（
６
月
25

日
～
26
日・
慶
野
松
原
海

水
浴
場
）
に
出
場
。
ア

テ
ネ
・
北
京
五
輪
代
表

の
楠
原
千
秋
さ
ん
（
伊

予
市
役
所
）
と
ペ
ア
を

組
み
、
３
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
保
健
衛
生
大
会
で
保

健
衛
生
・
環
境
美
化
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
た
人
た
ち
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
兵
庫
県
保
健
衛
生
大
会

　
知
事
感
謝
（
保
健
衛
生
・
環
境   

    

美
化
推
進
功
労
者
）　

  

西
村
　
公
一
さ
ん
（
福
良
）

◆
兵
庫
県
保
健
衛
生
組
織
連
合

   

会
会
長
表
彰
（
地
区
衛
生
組
織

    

活
動
功
労
者
）　

  

松
坂  

壽
仁 

さ
ん
（
福
良
）

  

山
口     

勉 

さ
ん
（
松
帆
）

◆
兵
庫
県
い
ず
み
会
会
長
表
彰

  

（
優
良
い
ず
み
会
）

  

福
良
地
区
い
ず
み
会【
南
淡
支
部
】

◆
兵
庫
県
知
事
表
彰

　
（
優
良
い
ず
み
会
）

  

津
井
い
ず
み
会【
西
淡
支
部
】

　

今
春
か
ら
八
木
馬
回
地
区
の
空

き
家
２
軒
を
借
り
て
共
同
生
活
し

て
い
る
吉
備
国
際
大
学
地
域
創
成

農
学
部
の
学
生
４
人
が
、
６
月
21

日
に
地
元
の
農
家
の
人
に
教
わ
り

な
が
ら
、米
作
り
を
始
め
ま
し
た
。

　

大
学
の
ゼ
ミ
で
同
地
区
の
獣
害

調
査
し
た
際
に
、
空
き
家
が
あ
る

こ
と
を
知
り
、
４
年
生
の
難
波
孝

行
さ
ん
と
宮
里
洸
希
さ
ん
は
３
月

か
ら
移
住
。
ま
た
、
１
年
生
の
伊

東
蒼
梧
さ
ん
と
角す
み

田た

怜
那
さ
ん
は

４
月
か
ら
住
み
込
み
を
始
め
、
地

域
の
草
刈
り
行
事
の
参
加
や
タ
マ

ネ
ギ
収
穫
の
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
行

い
、
地
域
の
人
た
ち
と
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。

　

米
作
り
は
、
遊
休
田
約
25
ア
ー

ル
を
借
り
て
挑
戦
。
非
農
家
の
４

人
は
、
地
元
の
農
家
、
山
口
敬
次

さ
ん
と
水
田
泰
善
さ
ん
の
指
導

で
、
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
の
苗
を
田
植
え

機
を
使
っ
て
植
え
ま
し
た
。

　

難
波
さ
ん
は
、「
米
作
り
を
経

験
す
る
こ
と
で
効
率
の
良
い
作
業

を
身
に
付
け
、
将
来
に
役
立
て
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲パラリンピックで連覇を目指す正木健人選手

　

９
月
に
開
催
さ
れ
る
リ
オ
デ
ジ

ャ
ネ
イ
ロ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ク
の
柔
道

１
０
０
㎏
超
級
日
本
代
表
に
決
定
し

た
正
木
健
人
選
手
の
壮
行
会
が
７
月

15
日
市
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

正
木
選
手
は
、北
阿
万
出
身
で
、

南
淡
中
学
校
入
学
後
に
柔
道
を
始

め
、３
年
生
で
は
全
国
大
会
２
位
、育

英
高
校
進
学
後
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
３

位
、天
理
大
学
時
代
に
は
個
人
・
団
体

で
３
位
入
賞
の
成
績
を
収
め
る
な
ど

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
活
躍
を
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
先
天
性
の
弱

視
に
よ
る
視
力
低
下
で

徳
島
県
立
盲
学
校
に
入

学
さ
れ
た
後
に
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
道
を

目
指
さ
れ
、初
出
場
が
叶

っ
た
前
回
の
ロ
ン
ド
ン
で

は
、見
事
、日
本
チ
ー
ム

第
１
号
と
な
る
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
て
日
本
中

が
湧
き
あ
が
る
活
躍
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
リ
オ
は
５
月

に
講
道
館
で
行
わ
れ
た

選
考
会
を
経
て
正
式
決

定
と
な
り
ま
し
た
。現
在
、

企
業
の
エ
イ
ベ
ッ
ク
ス
に

所
属
し
て
母
校
の
天
理
大
を
拠
点

に
練
習
中
で
す
。

　

壮
行
会
で
は
中
田
勝
久
市
長
が

「
正
木
選
手
は
わ
れ
わ
れ
の
誇
り
、
２

連
覇
で
き
る
よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
」

と
激
励
。
正
木
選
手
は「
目
標
は
優

勝
し
か
考
え
て
い
な
い
。
所
属
し
て
い

る
人
た
ち
を
始
め
多
く
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
た
人
た
ち
の
恩
に
報
い
る
た

め
に
も
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
た
め

に
も
、
自
身
の
た
め
に
も
、
し
っ
か
り

優
勝
と
い
う
結
果
を
求
め
て
戦
い
た

い
」と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

団
法
人
U
Ａ
Ｓ
多
用
推
進
技
術
会

が
連
携
し
て
、
日
本
初
と
な
る
宿

泊
可
能
な
ド
ロ
ー
ン
活
用
技
能
ス

ク
ー
ル
が
南
あ
わ
じ
市
に
開
校
さ

れ
ま
し
た
。

　

宿
泊
施
設
と
公
園
、
体
育
館
な

ど
が
一
体
と
な
っ
て
整
い
、
高
速

バ
ス
停
留
所
か
ら
も
近
く
便
利
な

こ
と
か
ら
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
淡
路
を

会
場
と
し
て
い
ま
す
。

　

建
設
や
測
量
の
業
務
で
ド
ロ
ー

ン
を
使
う
企
業
な
ど
か
ら
派
遣
の

受
講
生
が
、
３
泊
４
日
の
講
習
を

受
け
、
所
定
の
試
験
に
合
格
す
れ

ば
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦

略
の
一
環
と
し
て
、
市
と
一
般
社

▲サンライズ淡路で宿泊して教習を受ける受講生

▲京都を練り歩くキャラバン隊

　

淡
路
島
の
夏
の
味
覚
を
代
表
す

る
鱧
を
祇
園
祭
で
賑
わ
う
京
都
の

朝
廷
に
献
上
し
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
に
ち
な
み
淡
路
島
観
光
協
会
や

自
治
体
、
観
光
関
係
者
ら
約
60
人

が
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
組
ん
で
京
都

府
知
事
を
表
敬
訪
問
し
、
京
都
の

街
を
練
り
歩
い
て
淡
路
の
鱧
を
観

光
客
ら
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
奉
納

し
た
八
坂
神
社
の
境
内
で
は
鱧
の

「
骨
切
り
」
の
実
演
や
淡
路
島
産
の

鱧
と
玉
葱
、
素
麺
を
使
っ
た
郷
土
料

理
「
鱧
す
き
」
５
０
０
食
の
振
る

舞
い
を
行
っ
て
、
参
拝
者
ら
に
旬
の

味
覚
を
堪
能
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

八
坂
神
社

へ
奉
納
す
る

「
は
も
道
中
」

が
７
月
５
日

に
行
わ
れ
ま

し
た
。
古
来
、

淡
路
の
鱧
は

生
命
力
が
強

く
脂
が
の
っ

て
珍
重
さ
れ
、


